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研究成果の概要（和文）： 
本研究では、これまで個別に検討がされることが多かった学習の促進と動機づけの促進

について、これらをともにもたらす教授方略の開発を目指した。それにあたって、まず、
動機づけと、学習方略などの学習を規定すると考えられる要因との関連に関する基礎的な
検討を行った。これに続いて、概念変化研究における「暖かい概念変化」という観点から、
動機づけ変化を伴う概念変化をもたらす教授方略の開発を目指した。そして、いくつかの
教科場面において、一連の教授活動を行う実践的な取り組みを通して、概念変化をもたら
すと同時に、動機づけ的側面の改善をもたらす教授方略を開発した。得られた成果は、国
際学会での発表を含む学会発表（25 件）・著書(10 件)・論文発表（15 件）であった。 

学習(Learning)  動機づけ(Motivation)  教授方略(Teaching Strategy)  概念変化
(conceptual change)  暖かい概念変化(Hot model of conceptual change) 
研究成果の概要（英文）： 
 Ways to improve learning and improve motivation have often been studied separately 
in the past, but the current study sought to develop a teaching strategy to improve 
both learning and motivation.  Accordingly, a basic study was first conducted with 
regard to factors thought to govern learning, i.e. learning strategies, and motivation.  
Then, a study of conceptual change sought to develop a teaching strategy to produce 
conceptual change accompanying motivational change from the perspective of the “hot” 
model of conceptual change.  Additionally, a teaching strategy was developed to 
produce conceptual change and bring about improvement in motivational aspects of 
students through a practical approach involving a series of teaching activities in 
several subjects.   The results obtained have been presented in papers (15 papers), in 
books (10 books) and announced at conferences (25 presentations) at home and abroad. 
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１．研究開始当初の背景 
これまで、学習をより良くするための教授

方略について、数多くの研究がなされている。
近年では、概念学習の観点から、橋渡し方略
(Clement,1993) 、 概 念 変 容 モ デ ル
(Hashweh,1986) 、 概 念 地 図 法 (Tasker & 
Osborne,1985)などの方法が開発されてきて
いる。このように、学習の改善、特に適切な
概念を獲得するための教授方略は多く開発
されてきているが、一方で、学習者の動機づ
けに目を向けた教授方略は少ない。近年、学
力の国際比較調査の結果の中で、日本の児
童・生徒の学力が学習への動機づけの低さが
垣間見られる結果が多く挙げられているよ
うに（1999 年 IEA 調査, 2003 年 PISA 調査）。
児童・生徒の動機づけを高めることは、実際
の教育現場において、極めて重要な目標とな
ることが考えられる。そのため、学習の改善
のみならず、動機づけの改善を目指す具体的
な教授方略の開発は、教育現場における教育
改善に大きな意義を持つものになると考え
られる。 

一方、動機づけに関する理論的な研究につ
いても数え切れないほど多くの研究が行わ
れてきており、動機づけ促進に示唆を与える
多くの知見が見出されてきている。しかしな
がら、実際の教室場面における動機づけの様
相を検討した研究はあまり盛んには行われ
ていない。そのため、それらの研究成果が実
際の教授方略につながっているというには
難しく、現場で使える動機づけ研究の必要性
も唱えられている（米国学術会議, 2002）。 
そのような中で Maerhr & Midgley(1991)は

教室での動機づけ構造について統合的に整
理し、TARGET 構造というものを提案してお
り、この中で、教師が動機づけを高める関与
について述べられている。ただし、これらは
教授方法として確立したものであるという
よりは、動機づけを高める教師の関与の特徴
をまとめたものであるといえる。 

以上のように、学習を改善する教授方略の
開発や、動機づけに関する理論的な研究はこ
れまでも盛んに行われているが、学習と動機
づけを促進する教授方略についてはほとん
ど目を向けられておらず、これらの教授方略
の開発に対する重要性がきわめて高いと考
えることができる。 

さて、学習と動機づけを促進するという点
について、Printrich, Marx, & Boyle(1993)は、
概念変化の観点から、教授内容に限定された
概念変化を「冷たい概念変化モデル (cold 
model of conceptual change)」と呼ぶ一方で、
動機づけを含む概念変化を「暖かい概念変化
モデル(hot model of conceptual change)」と呼び、
概念変化がスムーズに行われるためには，認
知的な（冷たい）側面だけでなく、動機づけ

的な（暖かい）側面が整っている必要がある
と述べている。すなわち、望ましい教授方略
とは、単に学習面のみが促進されるだけでは
なく、また、動機づけの側面のみが促進され
るのではなく、この両者がともに促進される
ものであるいえる。 

これまでの学習の促進を目指す教授方略
の研究においても、動機づけの観点がまった
く無視されてきたわけではないが、それらは
動機づけ理論をベースにして体系的に扱わ
れてきているわけではない。本研究で、動機
づけを体系的に扱いながら、学習の促進も目
指す教授方略を開発することは、一方で、さ
らなる学習の促進を目指すための教授方略
の改善が可能になると考えている。すなわち、
学習の促進を目指す意味でも、動機づけの概
念を導入することは、よりよい学習がもたら
されることにつながると考えられる。 

そして、学習と動機づけ相互の関係を検討
するという点においても、これまで質問紙調
査などで静的に捉えられてきたこれらの関
係を、本研究では、実際に学習が進んでいく
というダイナミックな関係の中で検討する
こととなる。これによって、より現実に近い
形で、かつ、学習が進行していくという状況
での、学習と動機づけの相互関係を検討する
ことができると考えられる。 

 
２．研究の目的 

本研究では、このような観点から、本研究
では学習と動機づけの両面を促進する教授
方略の開発を目指す。そして、それに基づく
実践を行い、その評価を行う。 
 
３．研究の方法 

まず、学習と動機づけの両面の促進を目指
す教授方略の開発にあたって動機づけと学
習がどのように関わっているのかに関する
調査研究を行う。特に、学習をどのように行
うかという学習のやり方である「学習方略」
の観点から、どのような動機づけがどのよう
な学習のやり方と関連しているのかを明ら
かにする。これによって、動機づけがどのよ
うに学習方略を媒介して、学習を改善するか
を明らかにできると考えられる。 
続いて、従来の研究で用いられてきた教授

方略を用いて授業実践を行う。特に、Maerhr 
& Midgley(1991)による TARGET 構造では、学
習者の動機づけへの介入についても考慮さ
れているものであるため、これを援用して動
機づけに変化が見られるか検討を行う。 

そして、調査による研究の結果と、従来の
研究で用いられてきた教授方略による実践
の結果を基に、学習と動機づけの両方の促進
につながる教授方略を検討し、実際にそれを
実践する。そして、当初の実践によって見い



だされた結果から、教授方略のさらなる改良
を行い、より効果的な教授方略とつなげてい
くことを目指す。 
 
４．研究成果 
 まず、学習と動機づけに関する基礎的研究
として，動機づけと学習方略との関係につい
て検討を行った。その 1 つとして、動機づけ
と学習を促進するという観点から学習方略
を取り上げ、これらと学習動機づけとの関連
を質問紙調査によって検討した。その結果、
教科によって動機づけと学習方略との関連
が異なった様相を見せることが見いだされ
た。たとえば、英語においては利用価値がマ
クロ理解方略を予測するという結果が見ら
れ、数学においては社会的環境がミクロ理解
方略を予測するという結果がみられた。そし
て、教授方略の開発を行う際には、これらを
考慮することが重要であることが示唆され
た。 
また，動機づけの期待概念についてより詳

細に取り上げ、学習方略との関連を検討した。
具体的には，E. A. Skinner による CAMI 
(Control, Agency, and Means-Ends Interview)を
取り上げ、それらに「方略」の手段を加えた
検討を行った。その結果，これまでは手段の
1 つとして扱われていた「努力」がこれに対
応すると考えられるものであったが，「努力」
の手段と「方略」の手段は，それぞれを構成
する項目が因子分析において異なった因子
への高い負荷を示し，外在変数に対しても異
なった関連パターンを示すことが示された。
特に，方略保有感が学習改善に及ぼす望まし
い影響が見いだされたため，こういった「方
略」の手段に関する信念に働きかけることが
重要であると考えられた。 
 これらの調査とともに、学習と動機づけを
促進する教授方略の開発について、試行的な
検討を行った。具体的には、従来の研究で用
いられてきた教授方略を用いた実践的な研
究を行った。その中でも特に Maehr & 
Midgley(1991)による TARGET 構造に注目し、
その下位次元である①課題(Task)，②権限
(Authority)，③グルーピング(Grouping)，④評
価(Evaluation)を取り入れた教授方略を実践
し、その効果について検討を行った。その結
果、授業における概念変化とともに、「科学
的手続きの重視」といった学習観の変化や
「プランニング」などのメタ認知的学習方略
の変化が生じたことが見いだされた。これら
に加え、いくつかの教授方略を元にした実践
的研究を行い、それらの教授方略においてど
のような動機づけ変化が起きうるのかにつ
いて、試行的に検討している。 

以上のような調査研究の結果と先行研究
での教授方略を元にして，続いて、実際に動
機づけと学習を促進する方略の開発を目指

した実践的研究を行った。具体的には，小学
生を対象として，英語の否定疑問文の回答に
対する概念変化を目指しながら，英語に対す
る動機づけの改善を目指した実践が行われ
た。そこでは，動機づけの中でも特に課題価
値の 1 つである興味に注目し，それを高める
ために重要であると考えられている「認知的
なズレ」をうみだすため，概念変化をもたら
すことに用いられる「認知的葛藤を引き起こ
す」という方法を活用した。その結果，活動
前後で，興味の上昇が見られた。ただし，英
語に対する概念変化については，活動後に望
ましい概念を獲得していると考えられる児
童の数が増えたものの，有意な変化はみられ
なかった。そのため，これら両者が変容する
教授方略となるよう改良を行う必要がある
と考えられた。 

この結果を受けて、学習と動機づけを促進
する教授方略の開発に関して、さらなる改良
を加え、実際に授業での実践を行う研究を進
めた。具体的には、実際の教室場面において、
数回の授業を通しての変化を検討する検討
を行った。まず、その予備的な検討として、
大学生を対象として、教授法の違いが学習者
の動機づけの特徴の違いと学習方略の特徴
の違いについて、どのような影響を与えてい
るかについて検討を行った。その結果、協同
での問題解決を伴う学習によって、動機づけ
も学習方略も改善することが見いだされた。 
そこで、これらの視点も含め教授方略の改

善を行い、小学生を対象として実際の授業場
面における実践研究を行った。教授方略の改
善として具体的には、「暖かい概念変化」と
いう観点から、興味を高めつつ概念変化を促
す可能性のある「認知的なズレ」を取り入れ
るとともに、「協同での問題解決」という学
習活動を行う働きかけへと改良を行った。ま
た、その教授方略の動機づけ的な効果の評価
のために、課題価値としては、興味価値に加
えて利用価値を含め、また、期待概念である
自己効力感もそこに加えて検討を行った。こ
れらの検討の結果、ここで改良した教授方略
を用いた実践により、適切な概念の獲得が促
されるとともに、動機づけ的側面においても、
興味価値・利用価値・自己効力感のいずれも
が上昇するという結果が見られた。 

このように本研究では、学習と動機づけを
促進する教授方略の開発について、それが可
能であるということを見いだすことができ
たと考えられる。しかしながら、今回開発し
た方法は 1 つの教科の限られた単元場面でし
かその成果の検討がなされていないため、よ
り幅広い教科・対象で同様の結果が見られる
のかについて検討を進める必要があると考
えられる。また、今回開発した方法以外にも、
学習と動機づけをともに促進する教授方略
が存在すると考えられるため、さらなる検討



により、いくつかの方法が見いだされる必要
があると考えられる。 
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